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は じ め に
前稿においては，＜いのち＞の教育を中心に
考察をすすめてきたが，本稿においては，＜こ
ころ＞の教育を中心に論考をすすめることにす
る。しかし，＜こころ＞の教育はむずかしい課
題である。＜こころ＞の教育というものが単独
で存在するわけではない。教育は影響の総和で
あり，諸活動の結果である。＜こころ＞の教育
においても同じである。身体の教育も，感情の
教育も，知的教育も，社会的教育もすべて＜こ
ころ＞の教育に関係してくる。＜こころ＞の教
育のみを取り出して教育することは危険であ
る。純粋培養になってしまうおそれもあり，い
ろいろな要素が純粋でないという理由で排除さ
れるおそれもある。つまり，多様性が排除され
るのである。政治の世界においても，「純粋な
もの」や「美しいもの」が政治的スローガンに
使われると危険でもある。ドイツのヒットラー
はドイツ人の「純血」を守るという理由で，ユ
ダヤ人の大量虐殺を実行した。日本の軍国主義
時代においても「國体の粋」を護るという理由
で，多数の戦争反対者やリベラリストが「國賊」
や「非國民」という，およそ真実とは無縁なレ
ッテルをはられて投獄され，抹殺された歴史が
ある。国民の中にゆがめられた感情や虚偽意識
が一つの勢力をもちはじめるときわめて危険で
ある。太平洋戦争においても，この「勢力」が
軍部や軍需産業と戦争を推進した政治家たちの
戦争を支持し，拡大していったのである。
＜こころ＞の教育は大切であるが，十分な配
慮が必要である。心の教育はいつも独走や暴走
する危険性をはらんでいるからである。
＜こころ＞の教育
１．＜こころ＞を考える６つの視点
（１）かたまりやすさとこわれやすさ
（２）あいまいさに対する寛大さの欠如
（３）残虐性
（４）無関心
（５）両極性
人間は「４階建て」と考えることができる。１階は「肉体の部屋」である。２階は「感情の部屋」
である。３階は「知性の部屋」である。４階は「心の部屋」である。幼児期からそれぞれの部屋の教
育は大事であるが，最も重要なのは４階の「心の部屋」の教育である。他の部屋は動物も多少なりと
ももってるが，「心の部屋」は人間特有のものである。したがって，人間の教育は幼児期から「心の
部屋」の教育をもっとも重視する必要がある。
キーワード：保育・幼児教育，４つの価値感情，四無量心，豊かな人間性，心の教育
万物皆命あり・万物皆心あり（二）
―幼児期からの〈いのち〉と〈こころ〉の教育―
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（６）画一性
２．人間は「四階建て」である
人間を建物にたとえて考える考え方がある。
人間を何かにたとえたほうが理解しやすいから
である。夏目漱石が日本人の精神風土を１階は
「和室」，２階は「洋室」にたとえたのもそうい
う考え方の一つである。「和魂洋才」も一つの
建物と考えることができる。１階は「和魂の部
屋」であり，２階は「洋才の部屋」である。
人間は「四階建て」にたとえたほうが理解し
やすい。
１階は「肉体と物質と本能の部屋」である。
衣食住や労働，休息，就寝，性行動，育児，
運動，感覚，遊びなどにかかわる部屋である。
人間の生活の基礎的な部分である。この部屋は
動物ももっている。人間だけの部屋ではな
い。＜こころ＞を育てる上でもこの部屋の生活
を豊かに充実させる必要がある。
２階は「感情・情緒と意欲・心情の部屋」で
ある。
人間の一般的情緒としては喜怒哀楽が考えら
れているが，人間の基本的感情としてはもっと
多様なものが考えられている。驚き，楽しみ，
喜び，怒り，恐れ，得意，不安，反抗，嫌悪，
誇り，愛，恥じらい，罪悪感，悲しみ，好奇心，
期待などである。
感情および意欲は人間の生活と行動の原動力
である。したがって，感情の教育と意欲の育成
は幼児期からの重要な課題である。
この部屋は動物ももっているが，乳幼児の教
育においては特に重要な部屋である。豊かな感
情を育てることおよび感情をコントロールする
ことや自己抑制はこの部屋の教育においては大
事な課題である。感情教育は感情分化期の重要
課題である。
３階は「思考・認識と知性・創造性の部屋」
である。
「人間」はインドから中国経由の外来語であ
り，佛教語であるが，インドの古代語であるサ
ンスクリット語ではmanusya-loka（マヌシャ・
ローカ）と表現される。manusyaは「考える」
という意味の言葉である。「考える」は人間の
重要な特性である。痴呆症（現在は認知症）は
人間の｢知｣（考える働き）が病気におかされて，
正常に機能しなくなり，その結果，その言動が
乳幼児のようになってしまうという意味であ
る。｢考える働き」が人間を人間らしくしてい
るのである。
考える力を育てることと創造性を育てること
は密接に結びついている。価値ある発見や創造
のためには集中的思考が必要であるが，そのた
めには拡散的思考が前提となっている。物事を
多面的に考察することによって，その本質が次
第しだいに明らかになってくる。
創造性を育てるためには，幼児期から創造性
のいくつかの大事な要素を育てることが大切で
ある。１つは意欲であり，２つは思考力であり，
３つは表現力である。これら３つは創造性の三
要素である。優れた教師（保育者）や聡明な親
の特徴の一つは子どもの意欲の育て方がうまい
ということである。意欲が育てば子どもは自発
的に動くようになるものである。意欲は行動の
原動力である。表現力を育てるばあいは５つの
表現領域を考える必要がある。つまり，身体的，
音楽的，造形的，言語的，演劇的表現領域であ
る。
この部屋は部分的には動物ももっており，人
間だけの部屋というわけではない。しかし，思
考や創造性の点で，動物と人間の間には著しい
差があり，その意味ではかなり人間的な部屋で
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あるともいえる。
４階は｢心・魂と情操と宗教の部屋」である。
この部屋は人間だけの部屋であり，人間独自
の部屋である。したがって，この部屋の教育は
人間の教育の中では最も重要な教育である。こ
こにおいて教育の集大成が行われるともいえ
る。それだけに，この部屋の教育は，教育の功
罪が最も顕著に現れるところでもある。ここで
の教育が，その子どもの幸福な未来を準備する
ようなものであれば共に喜ぶことができるが，
虐待や家庭崩壊などに遭遇すると，その子ども
の内面に生涯消すことのできない後遺症を残す
ことになる。
人間は心をもっているがゆえに，その内面生
活が豊かになり，幸福を享受することもできる
が，その心が病むと人間を苦しめることになり，
回復へのもがきが続くことになる。心は両刃の
剣なのである。
古人の歌にも「心こそ心迷わす心なれ心に心
心ゆるすな」という道歌がある。心は制御しが
たい対象である。心は状況によって三態に変化
する。「固体」にもなり，「液体」にもなり，
「気体」にもなる。心は硬くなったり，柔軟に
なったり，空気のように消えたりする。そのこ
とは心の教育のむずかしさを示しているわけで
もある。
心や情操は特訓によって育つものではない。
したがって，幼児期からの持続的な，ていねい
な教育の積み重ねが必要である。教育はもとも
とささいなことの積み重ねである。
宗教も同じである。宗教を特効薬のように考
える人もいるが，宗教は特効薬ではない。宗教
を特効薬のように考えるときわめて危険であ
る。宗教をそのように考えると，しらずしらず
のうちに，洗脳や狂信，マインドコントロール
や呪縛，独善や排他，暴走や虐殺など，およそ
宗教とは無縁のものが人々を支配するようにな
る。宗教は特効薬ではなく常備薬である。日常
の社会貢献やボランティア活動，各種の支援・
援助活動や相談活動などがが大切であり，生活
や勤めにおける反省や自己点検が必要であり，
人生における生き方の誤差の修正が必要であ
り，日々の生活における祈りや感謝や癒しが必
要である。
宗教教育においては，特定の宗教への信仰心
を育てるのが目的ではなく，人間としての宗教
心を育てることが肝要である。
３．四つの価値感情
情操とよばれる感情は価値をもった感情であ
る。喜怒哀楽のような感情は価値をもっている
わけではない。保育や教育において目標とされ
る感情は価値感情である。ある保育園の保育目
標の中に「喜怒哀楽の表現できる子ども」とい
う目標があるのを見て，疑問に思ったことがあ
る。「喜怒哀楽の表現できる子ども」は目標に
向かっての初期段階のねらいとしては考えられ
るが，最終目標としては不適切である。感情領
域における目標としては「情操豊かな子ども」
や「思いやりのある子ども」のような価値感情
が設定されるのが通例である。なぜなら，保
育・教育活動は価値実現のための活動だからで
ある。
四つの価値感情は真･善・美･聖の四つの文化
的価値からそれぞれ派生するものである。
（１）知的情操
知的情操は真理や科学にかかわる情操であ
る。植物の種をまいて何日かすると，芽が出て
きて，やがて葉っぱがでてくる。トマトの茎に
花が咲き，やがて小さなトマトが生まれてくる。
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飼育している鶏の卵から雛が孵化する。山羊や
うさぎから赤ちゃんが誕生する。これら一つ一
つの誕生物語は幼児や子どもにとっては大きな
驚きであり，感動である。生命誕生の神秘的な
姿であり，不思議に満ちた現象である。そのよ
うな感動体験や不思議体験が知的情操である。
子どもにとって驚きや感動は学びへの出発点で
ある。
（２）道徳的情操
道徳的情操は「善」に集約されるように，人
としての道や徳性にかかわる情操である。力の
よわい者を助ける。困っている人を助ける。目
の不自由な人が道に迷っているのを助ける。電
車やバスの中で老人や障害者や妊婦に席を譲
る。人に親切にする。災害地の人々のために募
金をしたり，ボランティア活動をしたりする。
アジアやアフリカの飢えに苦しんでいる子ども
たちのために募金をする。
このような具体的行動だけではなく，そのよ
うな援助や助力を必要とする人々に常に関心を
もつということも大切である。
人には人としてふみおこなうべき道があり，
その道が道徳や倫理というかたちで集約されて
いる。助け合いや連帯の精神はいつの時代にも
必要である。青少年やおとなのボランティア意
識も以前とくらべるとかなり高くなってきてい
る。今では，大災害のあとには多数のボランテ
ィアの人たちが復旧活動に参加している。私も
学生時代に6000余の人々が亡くなった伊勢湾台
風の災害地であった名古屋市に入って，１週間
ほど児童福祉施設の復旧活動に参加したことが
あるが，当時はまだまだボランテイアの参加は
わずかであった。「ボランティア」という言葉
そのものが日本にはまだない時代であった。
子どもの心の教育を考えるばあい，この道徳
的情操や人間的感情をどう育てるかは大きな課
題である。教育計画全体や保育形態・保育方法
などをそのような観点から見直す必要がある。
（３）美的情操（芸術的情操）
美的情操は芸術的情操ともよばれる。美や芸
術にかかわる情操である。
人間は長い歴史の中で多数の美や芸術を創造
してきた。絵画，彫刻，音楽，文学，演劇，建
築など多岐にわたる領域で無数の作品を生み出
してきた。古代から美は人間の魂の本姓を回復
するものと考えられてきた。しかし，美は人間
が創造してきたものばかりではない。自然の中
にもいろいろな美が存在している。
すぐれた芸術は万人を同一の感情で結びつけ
る性質をもっている。美は人々を結合し。統合
する働きをもっている。それは人間が創造した
芸術作品であっても自然の美であっても同じで
ある。現在では，ユネスコが人類の文化遺産や
自然風土を「世界文化遺産」として指定し，保
護するようになっている。国内においても，
「国宝」や「重要文化財」や「天然記念物」と
して指定し，保護されている。
芸術は心の癒しや心の治療にも活用されてい
る。音楽療法や芸術療法などがそうである。音
楽や絵画とかかわることを通して心がほぐさ
れ，生気をとりもどすようになる。子どももお
となも，管理社会やストレス社会の中で，心が
常に危機的状況にさらされている。
幼児期から美とのふれあいをどう組織してい
くか，美に対する鑑賞力をどう育てていくか，
美を生活の中にどう取り入れるか，などは保
育・幼児教育の重要な課題である。
（４）宗教的情操
宗教的情操は宗教や聖性や神性や仏性にかか
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わる情操である。
英語のreligionはラテン語のreligare（結合する）
やreligio（畏敬）に由来するといわれている。
宗教は超越者への絶対帰依の世界であり，必然
的に＜畏敬＞が生ずる。しかし，大事なのは宗
教の結合機能である。
人間は多くの境目に囲まれて生活している。
現実世界には国家，民族，人種，宗教，思想，
身分などの間に多くの境目が存在している。そ
こから多くの差別や偏見や対立も生まれてく
る。そのような＜境目＞や＜へだたり＞を取り
除くのが本来の宗教の役割であるが，現実には
宗教が＜境目＞や＜へだたり＞や＜対立＞を生
み出しているところがある。仏教における修行
は＜境目＞にとらわれない訓練であるが，その
ような訓練をしないと，そこから抜け出せない
ほど＜境目＞にとらわれる意識は執拗なもので
ある。
「童心は聖心」といわれるように，幼児の心
情は基本的には純粋性を特徴としている。しか
し，幼児期は敏感期であり，早い時期から周囲
の環境の否定的な影響を受けてしまう。したが
って，宗教的情操を育てる上でも環境の構成や
雰囲気の問題は重要である。幼児のばあいは，
「言語」のような第二信号系の刺激よりも「感
覚」のような第一信号系の刺激のほうが有効で
ある。それゆえ，賛美歌や賛佛歌などの宗教音
楽のような聴覚的なものや，絵画，彫刻，工芸，
ビデオ，図鑑などのような視覚的なものや，手
で触れるような触覚的なもの，などの配置や活
用を考える必要がある。
４．四つの無量心
仏教には「四無量心」という教えがある。人
間の四つの永遠の心，つきることのない四つの
無尽蔵の心である。具体的には「慈・悲・喜・
捨」の四つの心である。
（１）慈無量心（maitri）
慈は「慈しむ」心である。慈の原語maitriマ
イトリィは「友｣や「親愛なるもの」を意味す
るmitraミトラから派生したものである。万人に
わけへだてなく持つ友情を原義とする。衆生を
いつくしんで楽ややすらぎを与えることであ
る。つまり｢与楽」である。
母が自分の子を命をかけて護るように，すべ
ての生きとし生けるものに対して慈しみの心を
起こすことである。母体の羊水の中にいるよう
な安全感や安心感を与えることである。上下左
右の人々に対して分け隔てなく，怨みをもたず，
敵意をもたずに慈しみの心を発揮することであ
る。立っているときも，歩んでいるときも，坐
っているときも，臥しているときも，起きてい
るかぎりは，この慈しみの心をもって生活する
ことである。常に全世界に対して限りない慈し
みの思いがもてるように心を修すべきである。
これが仏教の教えである。
（２）悲無量心（karuna）
悲は「嘆き悲しむ」心である。
悲の原語karunaカルナーは嘆きを意味し，人
の悲しみを我が悲しみとする同情を原義とす
る。「慈は楽を与えんと欲し，悲は苦を抜かん
と欲する.なり」（『大乗義章』11）と規定され
ているように，悲は人々の苦しみを抜き取る心
である。つまり「抜苦」を意味する。佛の候補
者としての菩薩は，あらゆる人々の苦しみを代
わって受け，その人々に幸をもたらすことを使
命とする。つまり，人々の苦しみを抜き取り，
その人々に幸や楽を与えるのである。その意味
では，菩薩はまさに慈悲の体現者である。
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佛の心は慈悲の心である。佛の心は，すべて
を知る智慧と，すべてを救う慈悲とでできてい
る。慈悲の基本は無執着の心と自己中心性の排
除である。佛は無縁の慈しみをもってもろもろ
の衆生を摂する。それが慈悲である。有縁の愛
ではなく，無縁の愛である。無縁の愛とは，特
別の縁がなくても万人に平等に働く愛である。
（３）喜無量心（mudita）
喜は人の喜びや楽しみを「よろこぶ」心であ
る。 衆生に安らぎを与え，苦しみを取り除き，
その実現を喜ぶ。喜の原語muditaムディターは
歓喜，喜，喜心，発喜を意味する。「他の得楽
を喜んで歓喜の心を生ずるを喜と云ふ」あるい
は「衆生が楽を得るを見て少しも妬忌する心な
く喜ぶこと」（中村　元『佛教語大辞典』）と考
えられている。他人の喜びを共に喜ぶ心であり，
他者を幸福にする喜びである。
（４）捨無量心（upeksa)
捨は平静で「かたよらない」心である。
捨の原語upeksaウペクサーは捨，棄捨，除捨，
放捨，寛大などを意味する。かたよった心を捨
てることであり，心が万人に対して平等である
ということである。衆生を差別することなく平
等に利することであり，愛憎や親怨などのよう
な世俗的感情に左右されることなく心を平静に
保つことである。捨が無量であれば，欲と貪り
から遠ざかることができ，自ら財を捨てること
ができる。
捨はすべてのとらわれを捨てることであり，
心を無量にし，無量の人々を悟りに導くことで
ある。衆生に＜縁起＞の真理をさとらせること
である。
捨の本質は不偏性である。
四無量心は，四つの無量の利他の心であり，
それによって衆生に無量の福をもたらすもので
ある。これらの利他の心を幼児期から年齢や特
性に合わせて育てていくことが大切である。
５．豊かな人間性
中央教育審議会は，1998（平成10）年６月に
「新しい時代を拓く心を育てるために」―次世
代を育てる心を失う危機―のテーマの下に「幼
児期からの心の教育の在り方」の答申を発表し
た。その中で，「子どもたちが身に付けるべき
『生きる力』の核となる豊かな人間性」の内容
として次の６項目を挙げている。
①美しいものや自然に感動する心などの柔
らかな感性
②正義感や公正さを重んじる心
③生命を大切にし，人権を尊重する心など
の基本的な倫理観
④他人を思いやる心や社会貢献の精神
⑤自立心，自己抑制力，責任感
⑥他者との共生や異質なものへの寛容
そして，このような感性や心を子どもたちに
育てるためには社会全体，家庭，地域社会，学
校の現実を見直し，改めるべきことは改め，多
様な工夫と努力が必要だとしている。社会全体
の改めるべき事柄として次の５項目を指摘して
いる。
①社会全体や他人のことを考えず，専ら個
人の利害得失を優先すること
②他者への責任転嫁など，責任感が欠如し
ていること
③モノ・カネ等の物質的な価値や快楽を優
先すること
④夢や目標の実現に向けた努力，特に社会
をよりよくしていこうとする真摯な努力
を軽視すること
研　　究　　紀　　要
－ 52 －
⑤ゆとりの大切さを忘れ，専ら利便性や効
率性を重視すること
「このような大人社会全体のモラルの低下を
背景に，新しい時代への夢を語り，未来を切り
拓く大切さを伝えようとしない大人，子どもに
伝えるべき価値に確信を持てない大人，しつけ
への自信を喪失し，努力を避ける大人，子ども
を育てることをわずらわしく感じる大人が増え
ている。子どもの心を育てるべき大人社会が，
こうした『次世代を育てる心を失う危機』に直
面していることこそ，我が国の抱えている根本
的な問題である。」
教育は最初から最後まで人格の貫徹をめざす
ものであるが，資本の論理が優先する社会にお
いては，指摘されているような弊害の多くはそ
の社会から構造的に生み出されるものである。
したがって，大人の自覚を促すだけでは不十分
である。資本に対する政治的抑制や富の公正な
分配や格差の是正なと，社会のあり方と社会全
体の見直しと総点検が必要である。
６．心の発達の４つの特性
『子育ての変貌と次世代育成支援』のなかで
心の発達の４つの特性が指摘されている。
（１）個人差・性差
日本では価値観の多様化や個性化が指摘され
るようになってから久しいが，現実にはむしろ
画一性や均質性の強い国である。社会や学校な
どすべての領域においてそうである。制服，校
則，修学旅行，運動会，遠足や，国体，高校総
体など「みんな一緒」が顕著である。
カナダの親支援プログラム「Nobody’s perfect」
のキー・コンセプトは「価値観の尊重」と「体
験から学ぶ」であり，個々人の「ちがい」を前
提としている。
心の教育においては多様性は重要な原則であ
り，心の画一化はファシズムである。
（２）積み重ね
心の発達には積み重ねが必要であり，発達の
筋道が大切である。
①人間や人間社会に対する基本的信頼感
（０歳児）
②自律心（１～２歳児）
③自発性・積極性・良心（３～５歳児）
④学ぶ喜び・有能感（学童期）
⑤自我同一性：アイデンティティ（思春期）
エリクソンのライフサイクル論を参考にすれ
ば，人生の早い段階ではそれぞれの時期にそれ
ぞれの発達課題があり，それは同時に心の発達
課題でもある。心の発達においても順序性は大
切である。
（３）適時性
からだの発達と心の発達の間には深い関係が
ある。１～２歳ごろになると，自分で歩けるよ
うになり，言葉も獲得しはじめる。身辺の自立
が可能となり，自分でできる範囲が徐々に拡大
されるようになる。そこから「自律心」も芽生
えるようになる。発達のすべての領域において
適時性の原則は重要である。その時期のそれぞ
れの心の発達課題にはそれぞれの適時や適期が
あるのである。その時期を逃すと他の時期では
獲得しにくいのがその時期の発達課題である。
（４）育ちなおし
人間の心は直線的に発達するのではない。行
きつ戻りつしながら，ときには屈折しながら，
ときには停滞しながら発達していくのである。
母親の愛情確認のためにおこる「赤ちゃん返り」
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や「退行現象」なども，そのような発達上の現
れである。人間の心の発達は全体的には基本的
な発達段階にしたがって進んでいくが，ある時
期のある条件の下では退行や停滞や逸脱がおこ
ったりするのである。しかし，それぞれの時期
の発達課題がしっかりと獲得されておれば，回
復や軌道修正も容易だということである。
人間の発達においては，外的諸条件は内的諸
条件を通して作用するというのが一般的な原則
である。同じ環境の下で同じ影響を受けても
個々人によってその影響の程度は異なるのであ
る。非行や犯罪などはその典型である。それは
それぞれの内的諸条件が違うので，その影響の
受け方も違うからである。それは非行少年の再
教育においても同じである。同じ教育を受けて
もその「育ちなおし」は違うのである。
７．心の諸相
心はそれぞれどのように考えられているので
あろうか。いくつかの文献や資料で確かめてみ
ることにする。
『心を育てる幼児教育』（杉原一昭編）の中
では次のような徳目が取り上げられている。
ａ．自主性　ｂ．自信　ｃ．やる気　ｄ．が
まんする心　ｅ．思いやり　ｆ．道徳心　ｇ．
友情・社会性　ｈ．情緒　ｉ．直観力　ｊ．好
奇心　ｋ．話す力　ｌ．数への親しみ　ｍ．文
字への親しみ　ｎ．絵の力　ｏ．考える力　ｐ．
想像力　ｑ．遊ぶ力　ｒ．創造性　ｓ．注意集
中力
以上の19項目である。
『道徳性の芽生えの育成―心を育てる幼児教
育』(神長美津子編著）の中では次のようなテ
ーマが取り上げられている。
ａ．園生活の中で，基本的生活習慣を身に付
ける。
ｂ．他者とのかかわりの中でよいことや悪い
ことに気付く。
ｃ．ルールやきまりを守って遊ぶ。
ｄ．思いやりや信頼感をもつ。
ｅ．いざこざや葛藤を乗り越える。
ｆ．友情のよさに気付き，かかわりを深める。
ｇ．みんなで協力することの大切さを学ぶ。
ｈ．生命の尊さに気付く。
ｉ．道徳性の芽生えを培うクラスをつくる。
ｊ．保護者と協力する。
ｋ．地域の人とかかわる。
ｌ．ともに育ち合う関係をはぐくむ。
以上の12テーマである。
『いま，親として―幼児期の家庭教育―』の
中では次のような内容が取り上げられている。
①自立　②情緒の安定　③創造性　④反抗
⑤公衆道徳　⑥ほめ方叱り方　⑦持ち物や金銭
の指導　⑧子育ては親の責任　⑨集団生活　⑩
遊び　⑪物を大切に　⑫耐える心　⑬けんか
⑭テレビの見方・生かし方　⑮働く喜び　⑯親
は子どもの手本　⑰情操　⑱子どもの塾通い
⑲子ども同士で遊ばせる　⑳子どもの心の安定
を　@1共働き　@2生活のリズム　@3偏食・健康
づくり　@41病気　@5子どもの事故と安全教育
@6性教育　@7入学の準備　@8からだの発達　@9
情緒の発達　#0ことばと数の発達　#1社会性の
発達　#2基本的生活習慣の自立　#3家庭の変化
と教育の課題　#41無意図的な教育の持つ役割
#5家族の役割と協力　#6家庭・幼稚園（保育
所）・地域の協力
以上の36項目である。
『52の美徳教育プログラム』（Linda kavelin
popov著）の中では次のような美徳が取り上げ
られている。
①愛　②いたわり　③思いやり　④感謝　⑤
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寛大　⑥寛容　⑦気転　⑧共感　⑨協力　⑩勤
勉　⑪決意　⑫謙虚　⑬コミットメント　⑭識
別　⑮自己主張　⑯自信　⑰自制心　⑱柔軟性
⑲正直　⑳情熱　@1真摯　@2親切　@3辛抱強さ
@4信頼　@5信頼性　@6正義　@7清潔　@8誠実
@9整理整頓　#0責任　#1節度　#2創造性　#3尊
敬　#4忠誠心　#5慎み　#6手伝い　#7忍耐　#8
奉仕　#9無執着　$0名誉　$1目的意識　$2優し
さ　$3やすらぎ　$4勇気　$5友好　$6優秀　$7
ゆるし　$8喜び　$9理解　%0理想主義　%1礼儀
%2和
以上52の美徳である。
これらの諸要素の中で，心の教育にとって特
に大事だと思われるもののいくつかの要素を取
り上げることにする。
（１）想像力
想像力は人間の精神的な働きの基礎となるも
のである。日常生活や学習の中でイメージする
能力はきわめて重要であるが，子どもの中で，
この能力が著しく低下してきている。これは人
間の特性の衰えである。想像は無目的性の要素
がつよいばあいは空想となるが，問題解決に向
けての目的性をもったばあいは創造的想像力や
生産的想像力となる。それが発明や発見につな
がる。人類の文明や文化を支えてきた能力であ
る。
想像力は人間の生活において大切な行動調整
機能の役割を果たしている。行動の発動にも行
動の抑制にも深くかかわっている。行動のアク
セルにもなり，行動のブレーキにもなる。
いじめグループからいじめを受けていた少年
の中に殺意が生じた。その日グループから呼び
出しがあればグループの誰かを刺すつもりで家
から包丁を隠して持参した。ところがその日に
かぎって呼び出しがなかった。翌日も包丁を持
って行くつもりであった。しかし，毎朝小言を
言いながら学校に送り出している母親の悲しみ
を想像したとき，そして殺された相手の家族の
悲しみを想像したとき，その行動は抑制された。
想像力が殺意にブレーキをかけたのである。
（２）分け与える心と自制心
人間の重要な特性の一つは，「分け与える心」
と「自制心」である。この二つは動物にはあま
り見られない特性である。人間に近いサルであ
っても分け与える行動は見られない。バナナを
もらったおとなのサルのあとをサル山のテッペ
ンまで血縁のない二匹の子ザルがついて行った
が，バナナを分け与えるようなことはしなかっ
た。好物であるとはいえ，全部自分で食べてい
た。「分け与える」は人間の重要な文化である。
人間は物だけではなく，心も分け与える。「思
いやり」は心の分け与えである。
「自制心」も人間の重要な特性である。猟犬
のようにある程度訓練すれば動物も可能ではあ
るが，人間のように持続的で強力ではない。人
間のばあいももちろん幼児期からの教育や訓練
は必要である。自己制御能力は人間の重要なし
るしであり，その育成は教育の重要な課題であ
る。「キレる」子どもが増えているが，それは
感情と行動の自己コントロールが訓練されてい
ないからである。ブレーキが装置されていない
車のようなものである。暴走は必定である。自
己と他者に悲劇と不幸をもたらすだけである。
人間の教育は人間の特性の教育を基本とする
ことが大切である。
（３）自主性と責任感
自主性と責任感の教育は人格形成の基本であ
る。自主性や自立性は生活のあらゆる領域にお
いて重要である。自主性の原則は自主的に考え，
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自主的に判断し，自主的に行動することである。
人間がある課題を解決するときに，主体的に目
標設定をし，主体的に判断や選択をし，主体的
に行動して，その課題を個人的・集団的に解決
していくことである。
責任感は人格のもっとも重要な属性である。
したがって，責任感の教育は人格教育の基本的
な課題である。幼児がおもちゃで遊んだあと，
そのおもちゃを元の場所に戻しておくのは責任
感の教育の問題である。責任感の教育は幼児期
から意図的・計画的に始める必要がある。
（４）柔軟性と寛容性・寛大さ
心が柔軟性を失すると心は硬くなる。心が硬
くなると心は問題を起こしやすくなる。言葉や
態度や考えが極端になったり，物事に対する関
心が狭くなったり，人のために心を使わなくな
ったり，人を許すことができなくなったり，自
分を抑えることができなくなったり，待つこと
ができなくなったり，問題行動をひきおこした
り，犯罪をおかしたりするようになる。
人間は一般的にあいまいであるが，乳幼児や
子どもはとくにそうである。そうであれば，彼
らに対する対応には一定の配慮が必要である。
つまり，乳幼児も含めて人間がもっている「あ
いまいさに対する寛大さ」が必要である。その
寛大さが欠如すると，虐待やいじめなどの子ど
もの受難がはじまる。心のしなやかさと寛容性
は社会生活や集団生活を営む上では不可欠なも
のである。
（５）いのちを大切にする心と感謝
「いのち」を広義で理解する必要がある。１
つは生きている動植物の生命である。２つは生
命を育てている土や水や太陽の光や空気などで
ある。３つはこれらすべてを包含したものをい
のちとみなす見方である。人間は他のいのちに
よって活かされている存在であり，すべてのい
のちを大切にする必要があり，それらに対して
感謝する必要がある。仏教から派生した「いた
だきます」と「ごちそうさま」の言葉の中には
食べ物と作ってくれた人に対する感謝の意が含
まれている。
感謝の心は万物に対して持つ必要がある。わ
れわれの身近にあるものは人間の労働によって
創造されたものである。ものに対する感謝は人
間の労働に対する感謝でもある。感謝の心は大
変衰えやすい感情であり，幼児期からていねい
に，しっかり育てていく必要がある。過剰社会
の中でモノが食べ物も含めて粗末にあつかわれ
ているので，あらゆる場面で，あらゆるモノに
対して＜モッタイナイ＞の感情や意識を意図的
に育てていく必要がある。
沖原 豊は『新・心の教育』の中で「心の教
育」に関連していくつかの重要な指摘をしてい
る。
１つは，現代社会を「許容社会」(子どもの
問題行動に対してあまりにも許容的，黙認的，
放任的な社会）と位置づけて，その社会の教育
の特徴として次の４つを指摘している。
①強制・制限しない教育
②大目に見る教育
③叱らない教育
④罰しない教育
２つは，学校掃除の重要性を指摘し，その教
育的意義として次の５つをあげている。
①人間形成
②清潔に対する態度・習慣の育成
③健康の増進
④公共心・協調心の育成
⑤勤労の価値の学習
３つは，心の教育と豊かな人間性を育てるた
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めに次のような教育内容や方策を提言してい
る。
①心身をきたえること。
②抑制の心を養うこと。
③子どもに対してできるだけよい環境を与え
ること。
④子どもの豊かな人間性を育てること。
a．子どもの環境の情操化をはかること。
b．子どもに多くの感動体験を与えること。
c．歌ったり，踊ったり，描いたりするこ
とによって，子どもの美的情操を高め
ること。
それぞれ大事な提言であり，方策である。
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資料
「新しい時代を拓く心を育てるために」
―次世代を育てる心を失う危機―
中央教育審議会「幼児期からの心の教育の在り方について」（答申要旨）
第１章　未来に向けてもう一度我々の足元を見直そう
（１）「生きる力」を身に付け，新しい時代を拓く積極的な心を育て
よう
（２）正義感・倫理観や思いやりの心など豊かな人間性をはぐくもう
（３）社会全体のモラルの低下を問い直そう
第２章　もう一度家庭を見直そう
①　家庭の在り方を問い直そう
（ａ）思いやりのある明るい家庭をつくろう―子どもたちが真にそれ
をのぞんでいる
（ｂ）夫婦間で一致協力して子育てをしよう
（ｃ）会話を増やし，家庭の絆を深めよう
（ｄ）家族一緒の食事を大切にしよう
（ｅ）過干渉をやめよう
（ｆ）父親の影響力を大切にしよう
（ｇ）ひとり親家庭も自信をもって子育てをしよう
②　悪いことは悪いとしっかりしつけよう
（ａ）やっていけないことや間違った行いはしっかり正そう
（ｂ）自分の行いには責任があるということに気付かせよう
（ｃ）自分の子だけよければよいという考え方をやめよう
（ｄ）思春期の子どもから逃げず，正面から向かい合おう
（ｅ）「普通の子」の「いきなり型」非行の前にあるサインを見逃さ
ないようにしよう
（ｆ）身の回りの小さなことから，環境を大切にする心を育てよう
③　思いやりのある子どもを育てよう
（ａ）祖父母を大切にする親の姿を見せよう
（ｂ）手助けの必要な人を思いやれるようにしよう
（ｃ）差別や偏見は許されないことに気付かせよう
（ｄ）生き物との触れ合いを通して，命の大切さを実感させよう
（ｅ）幼児には親が本を読んで聞かせよう
④　子どもの個性を大切にし，未来への夢を持たせよう
（ａ）幼児期から子どもの平均値や相対的な順位にとらわれることを
やめよう
（ｂ）子どものよいところをほめて伸ばそう
（ｃ）人間としての生き方やこれからの社会について子どもに語りか
け，子どもの将来の夢と希望を聞こう
⑤　家庭で守るべきルールをつくろう
（ａ）それぞれの家庭で生活のきまりやルールをつくろう
（ｂ）幼児期から小さくとも家事を担わせ，責任感や自立心を育てよ
う
（ｃ）朝の「おはよう」から始めて礼儀を身に付けさせよう
（ｄ）子どもに我慢を覚えさせよう―モノの買い与え過ぎは，子ども
の心をゆがめる
（ｅ）家庭内の年中行事や催事を見直そう
（ｆ）子ども部屋を閉ざさないようにしよう
（ｇ）無際限にテレビやテレビゲームに浸らせないようにしよう
（ｈ）暴力や性に関するテレビ・ビデオの視聴に親が介入・関与をし
よう
⑥　遊びの重要性を再認識しよう
（ａ）「遊び」が特に幼児期から小学生段階で大切なことを認識しよ
う
（ｂ）自然の中で伸びやかに遊ばせよう
（ｃ）心の成長をゆがめる知育に偏った早期教育を考え直そう
（ｄ）子どもの生活に時間とゆとりを与えよう
⑦　異年齢集団で切磋琢磨する機会に積極的に参加させよう
第３章　地域社会の力を生かそう
（１）地域で子育てを支援しよう
（ａ）どの親も通過する母子保健の機会を積極的に生かそう
（ｂ）24時間親が気軽に悩みも相談できる体制づくりをしよう
（ｃ）家庭教育カウンセラーを配置し，子育て支援に活用しよう
（ｄ）子どもの電話相談窓口を広げよう
（ｅ）中・高校生がもっと乳幼児と触れ合う機会をつくろう
（ｆ）家庭教育の学習機会を幅広く提供しよう
（ｇ）企業中心社会から「家族に優しい社会」への転換を図ろう
（２）異年齢集団の中で子どもたちに豊で多彩な体験の機会を与
えよう
①　長期の自然体験活動を振興しよう
（ａ）民間の力を生かして長期の自然体験プログラムを提供しよう
（ｂ）親と離れて子どもたちが集団生活を営む「長期自然体験村」を
設置しよう
（ｃ）「山村留学」や「国内ホームステイ」の取り組みを広げよう
②　ボランティア・スポーツ・文化活動，青少年団体の活動等を
活発に展開しよう
（ａ）自分の大切さに気付かせ，社会貢献の心をはぐくむボランティ
ア活動を振興しよう
（ｂ）スポーツ・文化活動や青少年団体の活動を積極的に展開しよう
（ｃ）学校は，学校外活動に関する情報提供を行い，参加を奨励しよ
う
（ｄ）自由に冒険のできる遊び場をつくろう―「ギャングエイジ」に
ふさわしい遊びを
③　地域の行事や様々な職業に関する体験の機会を広げよう
（ａ）地域の行事に子どもたちをもっと参加させよう
（ｂ）会社や工場での子どもたちの見学・体験活動を広げよう
（ｃ）職場見学の機会を拡大し，働く父母の姿を見せよう
④　情報提供システムを工夫し，子どもたちの体験活動への参加
を可能にしよう
（３）子どもの心に影響を与える有害情報の問題に取り組もう
（ａ）テレビ・ビデオ等の関係者による自主規制などの取り組みを進
めよう
（ｂ）業界団体とPTA等の教育関係団体との定期的な協議の場を設け
よう
（ｃ）有害情報から子どもを守る仕組みをつくろう
（ｄ）有害情報の問題についての住民による積極的な取り組みを進め
よう
（資料作成：照屋敏勝）
